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問 答

令
和
4
年
度
は
、外
材
需
給
や
流
通
の
国
際
的
変
動

に
よ
り
不
安
定
な
要
素
を
有
し
た
ま
ま
推
移
し
、電
気
・

燃
料
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
各
種
原
材
料
価
格
の
高
騰
に

よ
り
経
営
環
境
が
悪
化
す
る
等
、こ
れ
ま
で
予
測
し
得

な
か
っ
た
変
化
が
起
き
ま
し
た
。

経
営
基
盤
強
化
に
向
け
、販
売
に
関
し
て
実
務
経
験

の
あ
る
理
事
4
名
を
実
践
理
事
と
し
て
配
置
し
、事
業

の
執
行
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
厳
し
い
経
営

環
境
下
で
し
た
が
、材
価
が
一
定
の
水
準
を
維
持
し
た

た
め
、木
材
生
産
量
は
昨
年
実
績
を
上
回
る
成
果
と
な

る
等
、事
業
総
収
益
及
び
事
業
総
利
益
と
も
前
年
対
比

１
０
５
％
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
や
県
・
市
町
の
幅
広
い

ご
支
援
、林
業
関
係
機
関
並
び
に
関
係
者
各
位
の
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
賜
と
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度

事
業
報
告
総
括
事
項

令
和
5
年
5
月
29
日
、川
本
町
悠
邑
ふ
る
さ
と

会
館
に
お
い
て
、第
35
回
通
常
総
代
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、総
代
定
数
２
１
０
名（
欠
員
2
名
）の

う
ち
１
８
０
名（
う
ち
書
面
議
決
書
１
１
１
名
、

委
任
2
名
）の
出
席
に
よ
り
開
か
れ
、植
田
組
合

長
の
挨
拶
、ご
来
賓
の
祝
辞
の
後
、議
長
に
江
津

市
桜
江
町
の
田
中
直
文
氏
を
選
任
し
、全
議
案
と

も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
35
回 

通
常
総
代
会
開
催

🅠  販売事業を強化するために４名の実践理事を配置されたが、具体的な役割を教えていただきたい。
 〔邑南町総代〕

🅐  役割としては、常勤は組合長だけなので、理事会の席でそれぞれの見識をもって発言をしっかりして
いただくことが役割の一つになります。当組合では、木材市場の所長経験者、現に製材業の方、行政の
林政アドバイザーの方など、販売に関して実務経験のある理事を実践理事として配置しました。

🅠  出資配当金の計算書を組合員へ通知されているのか。 〔川本町総代〕

🅐  平成14年度まで個別にご案内していましたが、組合員の名義変更手続きがされていないと、送付して
も宛先不明で返還されることが多数あったため、現在は個別でのご案内は行っていません。出資配当
のお知らせは、組合広報誌でお知らせいたしますので、計算書が必要な方は最寄りの事務所へお申し
出ください。

🅠  定款の一部改正で、一般廃棄物処理には竹などが含まれるという説明がありましたが、桁とか未使用
の樽などの受け入れは可能ですか。 〔邑南町総代〕

🅐  現在、処理施設が邑南町中野にあるので、邑南町の許可を取ろうとしています。許認可を進めようと
しているのは、一般家庭から出る一般廃棄物（竹、枝葉、伐根、草）です。具体的には、庭木などの剪定
枝や邑南町が自ら行っている林道や町道の維持管理で発生する支障木などです。家庭から出る建築
廃材のようなものは現在、想定していません。

🅠  森林整備部門で、森林環境譲与税を使った事業がどの位あるのか教えていただきたい。来年から私達
も納税者になります。森林所有者にとって、基盤整備が重要で作業道の整備が一番必要だと思います。
今後、基盤整備にも力を入れていただきたい。 〔邑南町総代〕

🅐  森林環境贈与税の事業は一つではなく、活用方法は多方面に亘っています。例えば、森林作業道の修
繕にかかる支出、未整備森林の間伐・枝打ちにかかる費用の支出、新植の補助残の支出などがあります。
或いは新規就業者の確保に要する講習・研修費の支出、高性能林業機械のリース支援など各市町で多
方面に亘っており、尚且つそれぞれ特色があり、令和4年度で森林環境贈与税を活用した事業が1市3
町で、約3,400万円あります。

　   基盤整備は非常に大事なので、毎年要望してまいりたいと思います。路網整備については、県や市町
の補助制度もありますし、林業専用道の事業もありますので、引き続きお願いしていきたいと思います。

総代の方からの🅠uestion ＆🅐nswerクエスチョン アンサー
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� （単位：円）
科　　目 積 算 内 訳 小　　計 合　　計

Ⅰ　当期未処分剰余金 36,887,952
Ⅱ　剰余金処分額
　１　法定準備金 当期剰余金の 20％以上 6,100,000
　２　任意積立金 20,000,000
　３　出資配当金 払込出資金の 1.0 ％ 4,049,420 30,149,420
Ⅲ　次期繰越剰余金 6,738,532

脚注　１．次期繰越剰余金のうち、教育情報資金は 1,600,000 円である。
　　　２．出資配当金は出資に充当するため出資預り金とし、１口千円につき出資金に振り替える。
　　　３．任意積立金の種類は、機械・施設整備積立金 10,000,000 円、担い手確保事業積立金 10,000,000 円である。

令
和
4
年
度

剰
余
金
処
分

損　益　計　算　書
（単位：円）

科　　　　目 小　計 合　計
Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,329,165,492
２　事業総費用 1,150,076,028
　　　事業総利益 179,089,464
Ⅱ　事業損益
１　人件費 135,185,103
２　旅費・交通費 296,238
３　事務費 7,337,961
４　業務費 2,099,756
５　諸税負担金 4,768,458
６　施設費 5,638,877
７　雑　費 2,599,711
　　　事業管理費計 157,926,104
　　　事業利益 21,163,360
Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 11,544,324
２　事業外費用 3,474,900
　　　事業外損益 8,069,424
　　　経常利益 29,232,784
Ⅳ　特別損益
１　特別利益 3,181,132
２　特別損失 1,160,561
　　　特別損益 2,020,571
　　　税引前当期純利益 31,253,355
　　　法人税、住民税及び事業税 904,500
　　　法人税等調整額
　　　当期剰余金 30,348,855
　　　前期繰越剰余金 6,539,097
　　　当期未処分剰余金 36,887,952

第35回 通常総代会提出議案
第１号議案　　�令和4年度事業報告書、貸借対照表、損益計算

書、剰余金処分案、注記表及び附属明細書の承
認について

第２号議案　　�令和5年度事業計画設定について
第３号議案　　�令和5年度内借入金の最高限度決定について

第４号議案　　�一組合員に対する貸付金額及び利率の
最高限度決定について

第５号議案　　�各種手数料決定について
第６号議案　　�余裕金預入先決定について
第７号議案　　役員報酬決定について
第８号議案　　�定款の一部改正について
第９号議案　　規程の一部改正について

事業状況

販売部門 主　伐 23,492㎥
間　伐 10,868㎥

加工部門 製紙用チップ 8,520㎥
発電用チップ 12,689t
粉砕処理 11,998㎥
堆　肥 1,928t
菌床ブロック 132,733個

森林整備部門 新　植 51.45ha
保　育 812.02ha
作業道整備 35,171m

（単位：千円）

販売品 1,989

その他
3,287

バイオマス品 129,861
菌床品 36,271

再生品 55,147

オガコ品 5,674

治山工事 12,058

作業道工事 48,060

調査収入 20,388
利用料 69,971

その他 418

林業経営者育成補助金 2,994

緑の雇用育成収入 4,125

金融事業 13

購買事業 65,307

林産品
282,736

間伐品
185,319

チップ製品
98,662

森林整備
306,885

事業総収益
１,329,165千円
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運
営
の
基
本
方
針

令
和
５
年
度 

事
業
計
画

森
林
組
合
系
統
の
全
国
統
一
目
標

「
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」「
働
く
人

の
所
得
向
上
・
就
業
環
境
改
善
」「
事
業

拡
大
・
効
率
化
に
よ
る
経
営
の
安
定
」

の
３
つ
の
課
題
、島
根
県
農
林
水
産
基

本
計
画
に
基
づ
く「
林
業
の
コ
ス
ト
削

減
」「
新
規
就
業
者
の
確
保
」を
重
点
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
、令
和
４
年
度
で

終
え
た
２
期
目
の「
中
長
期
経
営
計
画

書
」の
３
期
目
に
つ
い
て
、令
和
５
年

度
中
に
現
状
を
分
析
・
見
直
し
の
上
で

目
指
す
姿
を
示
す「
中
期
経
営
計
画
書
」

を
作
成
し
ま
す
。　

近
年
、大
規
模
災
害
は
常
態
化
し
つ

つ
あ
り
、災
害
に
強
い
森
林
の
整
備
と

令和５年度 損益計画
（単位：千円）

科　　　　　目 小　 計 合　 計

Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,176,554
２　事業総費用 1,008,149
　　事業総利益 168,405

Ⅱ　事業損益
１　人件費 141,873
２　旅費・交通費 396
３　事務費 8,538
４　業務費 2,591
５　諸税負担金 5,150
６　施設費 5,735
７　雑　費 2,685
　　　事業管理費計 166,968
　　　事業利益 1,437

Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 10,507
２　事業外費用 3,800
　　　事業外損益 6,707
　　　経常利益 8,144

Ⅳ　特別損益
１　特別利益 80,199
２　特別損失 79,700
　　　特別損益 499
　　　税引前当期純利益 8,643
　　　法人税、住民税及び事業税  905
　　　法人税等調整額 　
　　　当期剰余金 7,738
　　　前期繰越剰余金 6,739
　　　当期未処分剰余金 14,477
脚注　前期繰越剰余金のうち教育情報資金は1,600千円である。

諸手数料の徴収及びその料率
項　　　目 説　　明　（料　率） 徴収方法

伐採届取扱手数料 １件当たり200円 その都度

林産物の受託販売手数料 売上額の100分の4.76 精算時

林産物の受託生産販売手数料 売上額の100分の9.52 〃

森林整備補助金取扱手数料 造林補助金額の100分の9.52 交付時

受託森林整備手数料 事業費の100分の21.90 精算時

造林作業路開設手数料 直接工事費の100分の13.33 〃

山林調査手数料 事業費の100分の9.52 その都度

森林保険関係手数料 保険金の100分の9.52 〃

山林斡旋手数料

売買金額の100分の５
　 300万円以下の金額に対して

100分の５
　 300万円を超え1,000万円以下

の金額に対して100分の３
　 1,000万円を超える金額に対し

て100分の２

〃

諸証明手数料
1件5筆まで2,000円
　 それを超える場合1筆につき
　400円

〃

転貸資金の取扱手数料
貸付金額の100分の２
　貸付時　　　100分の２
　次年度以降　100分の0.5

〃

面積測量手数料 事業費の100分の9.52 〃

その他 組合長において決定 〃
脚注　上記金額及び料率には消費税を含んでおりません。

と
も
に
環
境
的
・
経
済
的
・
社
会
的
意

義
の
大
き
い
国
産
材
の
利
用
促
進
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
等
、「
脱
炭

素
化
社
会
」実
現
の
た
め
の
生
産
・
流

通
・
加
工
体
制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
森

林
整
備
部
門
に
お
け
る
減
少
傾
向
の

保
育
事
業
全
般
に
つ
い
て
、伐
採
跡
地

の
早
期
更
新
を
図
り
後
続
の
事
業
を

確
保
す
る
等
、事
業
の
掘
り
起
こ
し
に

努
め
、「
循
環
型
林
業
」を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、こ
れ
ら
持
続
可
能

な
森
林
を
つ
く
る
た
め
の
人
材
確
保

が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、「
働
き

方
改
革
」実
現
の
た
め
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、令
和
４
年
度
か
ら
継
続
中
の

移
動
式
破
砕
機
の
導
入
に
よ
る
新
規

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
、併
せ
て
剪
定

枝
等
の
処
分
を
行
う
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
と
し
て
の
許
認
可
手
続
き
を

進
め
、施
設
内
の
就
労
環
境
整
備
に
つ

い
て
も
具
体
的
に
検
討
を
始
め
ま
す
。

施
設
が
立
地
し
ま
す
地
元
の
皆
様
方

に
は
、施
設
の
稼
働
に
つ
き
ま
し
て
引

き
続
き
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

協
同
組
合
と
し
て
組
合
員
の
皆
様

の
負
託
に
応
え
、公
益
的
機
能
の
維

持
・
推
進
の
た
め
、一
層
の
コ
ス
ト
削

減
や
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
連
携
を

強
化
す
る
等
、諸
課
題
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
組
合
員

の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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﨑
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政
木
　
　
亮

日
野
山
大
輔

倉
吉
　
　
勉

和
田
　
愛
叶

泉
　
伸
司
郎

竹
﨑
　
絢
二

日
高
　
　
隼

三
上
　
文
明

林
　
　
義
幸

森
橋
　
敏
士

野
崎
　
　
昭

駒
川
　
義
和

寺
本
　
寿
人

貫
里
　
　
剛

石
田
　
　
実

植
田
　
信
登

泉
　
　
竜
也

野
口
　
謙
一

尾
﨑
　
慎
也

髙
橋
　
武
孝

宮
崎
　
進
也

佐
々
木
龍
馬

松
岡
　
昭
博

荒
田
　
喜
員

伊
藤
　
達
也

清
平
　
隆
成

松
嶋
　
　
啓

菅
田
　
光
男

小
溝
　
一
平

日
高
　
甚
蔵

戸
田
　
勇
司

椿
　
　
貴
志

伊
澤
　
航
平

日
高
　
　
祐

原
田
　
　
孝

加
山
　
竜
二

寺
本
　
竜
治

山
田
　
祐
二

竹
　
　
孝
弘

日
高
　
　
保

稲
垣
　
博
利

天
川
　
恒
之

佐
々
木
　
宏

若
宮
祐
次
郎

倉
橋
　
照
勇

寺
本
　
将
司

和
田
　
太
樹

中
村
　
進
一

太
田
　
裕
介

中
原
　
宏
樹

児
島
　
仁
志

福
間
　
智
輝

中
原
　
祐
二

田
原
　
耕
三

漆
谷
　
大
樹

落
合
　
将
克

小
野
　
匡
士

山
口
　
敦
之

子
川
　
真
人

佐
々
木
　
光

支
　
所
　
長	

　
牧
田
　
洋
平

主
　
　
　
任	

　
尾
原
　
純
子

主
　
　
　
任	

　
玉
岡
　
　
優

主
　
　
　
事	

　
日
高
　
　
渉

課
　
　
長	

日
野
原
　
淳

主
　
　
査	

黒
川
　
博
隆

係
　
　
長	

三
上
　
　
純

主
　
　
任	

佐
々
木
恵
子

主
　
　
任	

坂
根
　
　
潤

主
　
　
任	

石
田
絵
里
香

臨
　
　
時	
本
山
眞
美
子

課
　
　
長	

光
田
　
明
裕

課
長
補
佐	

中
本
千
恵
美

主
　
　
任	

高
村
美
都
紀

（
兼
）主
任	

石
田
絵
里
香

現業職員
（地籍）

野
口
　
康
雄

畑
野
　
　
聖
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光
田
　
大
輔
（
邑
南
支
所
）

安
全
衛
生
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
応
募
数
１
１
2
点
）

共
有
し
よ
う
　
あ
な
た
が
感
じ
た
そ
の
ヒ
ヤ
リ

�

未
然
に
防
ぐ
労
働
災
害

安全祈願祭
の開催

令和5年6月23日、邑南町中
野の賀茂神社において、安全祈
願祭を開催しました。全従業員
の安全を祈願し、今年度の安全
衛生スローガンを次に掲げ、従
業員一丸となって無災害を目
指します。

令和5年6月13日・14日、島根県林業労働力確保
支援センター主催の島根県立農林大学校 林業科
の学生に対する事業体合同説明会が開催されまし
た。当組合も事業体として参加し、林業科1・2年生
及び早期養成コースの学生に、当組合の事業の概
要や従事する業務の内容、求人内容等を説明しま
した。

当組合からは農林大学校の卒業生も参加し、体
験談などを交え林業のやりがいなどを学生にアピー

ルしました。
将来、当組合を就

職先として選んで
くれることを期待
しています。

矢
上
高
等
学
校 

林
業
体
験

農林大学校 林業科の学生に対する
事業体合同説明会参加

島
根
県
に
よ
る
高
校
生

の
林
業
教
育
の
一
環
で
、

「
矢
上
高
等
学
校 

林
業
体

験
」が
令
和
5
年
7
月
21

日
、邑
南
町
日
貫
の
利
用

間
伐
現
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、矢
上
高

等
学
校
1
年
生
の
伊
藤
僚

祐
さ
ん
と
椿
湊
斗
さ
ん
が

参
加
し
、現
場
見
学
と
機

械
操
作
を
体
験
し
ま
し
た
。

職
員
か
ら
林
業
の
概
要

と
現
場
説
明
を
行
い
、現

場
技
術
員
に
よ
る
実
演
を

見
学
し
た
後
に
実
習
に
移

り
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
用
し

た
立
木
の
伐
倒
で
は
、現

場
技
術
員
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、か
か
り
木
に
な

ら
な
い
よ
う
狙
っ
た
方
向

に
正
確
に
伐
倒
し
ま
し
た
。

ま
た
、プ
ロ
セ
ッ
サ（
造

材
機
械
）に
よ
る
造
材
作

業
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ（
積
載

式
集
材
車
両
）に
よ
る
運

材
作
業
で
は
、丸
太
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
慎
重
に
操

作
し
て
い
ま
し
た
。

林
業
の
現
場
を
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
、高
校
生

に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

フォワーダによる運材作業

チェンソーを使用した伐倒作業

プロセッサによる造材作業
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退
職
の
お
知
ら
せ

令
和
５
年
２
月
15
日
付

チ
ッ
プ
工
場 

現
業
職
員 

勝
　
田
　
雅
　
志  

氏

令
和
５
年
３
月
31
日
付

本
所 

現
場
技
術
員 

内
　
藤
　
由
　
人  

氏

令
和
５
年
５
月
31
日
付

事
業
二
課 

主
任 

藤
　
原
　
健
　
二  

氏

令
和
５
年
７
月
31
日
付

邑
南
支
所 

主
任 

竹
　
﨑
　
翔
　
平  

氏

美
郷
支
所 

現
場
技
術
員 

岸
　
下
　
勝
　
幸  

氏

　

森
林
組
合
事
業
の
発
展
と
林
業
振
興
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

人
事
異
動

人
事
異
動
（
　
　
）
内
は
旧
職
名

令
和
５
年
４
月
１
日
付

邑
南
支
所 

支
所
長
補
佐（
邑
南
支
所 

係
長
）

 

光
　
田
　
大
　
輔

令
和
５
年
６
月
１
日
付

事
業
課 

課
長（
事
業
一
課 

課
長
）

 

日
野
原
　
　
　
淳

事
業
課 

主
査（
事
業
二
課 

課
長
）

 

黒
　
川
　
博
　
隆

邑
南
支
所 

主
任（
事
業
一
課 

主
任 

兼 

邑
南
支
所 

主
任
）

 

山
　
口
　
昌
　
敏

令
和
５
年
６
月
１
日
付
け
で
、｢

事
業
一
課｣

と｢

事

業
二
課｣

を
統
合
し
、『
事
業
課
』と
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
組
織
改
編
に
よ
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
の
で
、５
ペ
ー
ジ
の
組
織
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　4月に入組し、あっという間に４カ月が経過しまし
た。これまで働いてきた職種とは全く違う林業の世
界…。知らないことだらけで覚えること、諸先輩方に
ついていくので必死な日々ではありますが、自分た
ちの暮らすこの町で欠かすことのできない「森林」に
ついて深く学べること、自然相手という大変さ・危険
を伴ったスケールの大
きな仕事にやりがいを
感じながら「これからの
森林」を守っていけるよ
う、少しずつ頑張りたい
と思います。

　4月から邑南支所利用間伐班に所属している伊澤
です。入組して4カ月の間に過酷な環境下での作業を
経験すると同時に、仕事のやりがいや奥深さを感じ
ました。これからも先輩方に追いつくために、日々の
精進を怠らず、一人の戦力として会社や自然に貢献
できるよう努めていきた
いと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。

　作業の流れは大体分かるようになりました。しか
し、作業効率が悪かったり、迷ってしまったりして作
業が遅いときがあります。班の方々についていける
ように精進したいと思います。また、造材した材が工
場でスムーズにチップになるように、正確に造材で
きるようになりたいです。そして何よりも、大きな怪
我をしないように、冷静に
仕事をしたいです。

3月に入組した佐々木です。前職とは全く異なる作
業で、想像よりも大変で覚えることが多く、分からな
いことや、できないことが多く、足を引っ張ることば
かりです。
先輩方や上司の方にご指導してもらったことを身
につけ、少しでも早く仕事
ができるように頑張ってい
きたいと思います。

三
み

上
かみ

　大
ひろ

樹
き

 （邑南支所）� 4月1日入組

伊
い

澤
ざわ

　航
こう

平
へい

 （邑南支所）� 4月1日入組

和
わ

田
だ

　愛
まな

叶
と

 （チップ工場）� 4月1日入組

佐
さ

々
さ

木
き

　光
ひかる

 （美郷支所）� ３月1日入組

新人紹介
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組合員
各種手続きのお願い
①�組合員さんが亡くなられたときは、
相続手続きが必要になります。
　�組合員さんが亡くなられた日から、
270日以内に当組合まで届出くだ
さい。

②�その他名義変更が生じたときや、�
転居等により住所・連絡先が変更に
なったときは各種届出が必要ですので、
最寄りの本所または各支所・出張所
までお問い合わせください。

※�各種届出用紙は、ホームページから
もダウンロードできます。

今年度、僅かではございますが、1.0％の配当を
させていただくことができました。配当金は、出
資金に充当するため出資預り金とし、１口千円に
つき出資金に振り替えることを総代会で承認いた
だきました。

個別のご案内はしておりませんので、必要な方
は最寄りの本所、各支所、出張所までお申し出く
ださい。どうぞご理解いただきますようお願いい
たします。

事務職員・現業職員 募集中！！
ユースエール認定事業体

職 種 事務職員 現業職員※
採用予定人数 ２名 ２名

仕 事 内 容 森林整備、木材の生産・販売・加工に関する
営業・現場管理など

立木の伐採・搬出・運搬、産業廃棄物処理業、
作業道開設、チップ・オガコ・堆肥製造など

応 募 資 格

18歳～50歳以下
（昭和48年4月2日～平成18年4月1日生まれ）

高卒程度の学力を有する者
（令和６年３月卒業見込みを含む）
普通自動車運転免許（取得予定可）

18歳～50歳以下
（昭和48年4月2日～平成18年4月1日生まれ）

中卒以上
普通自動車運転免許（取得予定可）

〈大型免許・大型特殊免許あれば尚よし〉

応募受付期間 令和5年8月1日(火)～令和5年10月6日(金) 令和5年8月1日(火)～令和5年10月6日(金)
試 験 日 令和5年10月23日（月）午前９時 令和5年10月18日（水）午前９時
試 験 内 容 筆記試験・作文・面接
応 募 方 法 組合規定の応募用紙に履歴書を添えて応募
※現業職員内定後、農林大学校への推薦が可能です。各種資格を取得でき、就業支援も充実しています。ご相談ください。

◆ 詳しくは、本所総務課またはハローワーク川本へお問い合わせください。◆

（令和６年４月１日採用）

出資配当金のご案内
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本所（川本） ☎72-0277　 邑 南 支 所 ☎
（IP 050-5207-5209）

83-0164　 チップ工場　☎
（IP 050-5207-3480）

95-0985
美 郷 支 所 ☎75-0032　 桜江出張所 ☎92-0064（午前中のみ営業）

お問い合わせ先


